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小川珈琲株式会社 名古屋オフィス

環境活動レポート

小川珈琲は1952年、京都で創業したコーヒー会社です。
私たちは、おいしいコーヒーの未来のために、地球の自然環境を守る活動や、
持続可能な社会を保つ活動にも目を向けております。
また私たちは、「お客様においしいコーヒーを提供し続ける」使命のため、
SDGsに賛同し、これからも、「一杯のコーヒーからできること」として、
京都から名古屋へと活動を広げ、継続して取り組んでまいります。

サスティナビリティ経営と国境を越えた社会貢献
①小川珈琲の生豆調達基準の明確化
②コーヒーサプライチェーンへの貢献

―生産者への還元
フェアトレード、バードフレンドリーなど、各種認証団体を通じた生活者支援

は じ め に

環境に関する経営理念・方針



小川珈琲は1952年、京都で創業したコーヒー会社です。
東海地域の生活者の方々にも、小川珈琲の考える価値ある美味しいコーヒー
をもっと普及していきたいという思いから、2019年9月に名古屋オフィスを
設立しました。現在も地域に根差した活動を起点にサスティナブルなコー
ヒーの啓蒙、普及に取り組んでいます。

小川珈琲株式会社 名古屋オフィス
【所在地】
〒460-0002 
愛知県名古屋市中区丸の内2丁目1番37号 エスパシオ丸の内ビル4階
電話:052-211-7770

【事業内容】
家庭用珈琲商材の販売
食品問屋/小売企業へ向けた提案活動の実施

【従業員数】 ３名

【担当者】 浅田 敬太

【環境責任者】増原 孝文

事業所の概要



環境に配慮した取り組みの状況

1 目標と実績
（１）目標

フェアトレードイベント（催事）の事例創出 3件以上

（２）2020年度実績 （2020年9月～2021年8月）
■2021年度：SDGｓ活動リスト

No 課名 担当 顧客名 実施月 実施内容 実施後評価・レビュー 開発目標 該当番号

1 東海流通課 三輪 名古屋市内量販店 5月

フェアトレードタウン名古屋をPOPで訴求し、5月のフェアト

レード月間に合わせ、OC店フェアモカ粉・DPをエンド展開し

た。展開は2店舗。

店舗担当者の評価は新たな取り組みとして定性は〇だが顧客反応

は低く定量▲。販促方法のさらなる改善が必要。
1/2/5/8/12/13/16/17

2 東海流通課 浅田 名古屋市内高質スーパー 5月

フェアトレードタウン名古屋をPOPで訴求し、5月のフェアト

レード月間に合わせ、OC店フェアモカ粉・DPをエンド展開し

た。

企画内容・消費者の反応、バイヤー評価は定性、定量ともに〇。

さらに企画を進化させ秋以降に提案する。
1/2/5/8/12/13/16/17

3 東海流通課 増原・三輪 世界フェアトレード・デー・なごや2021 5月

フェアトレードを広く訴求するイベントに参加。エアロプレス抽

出のフェアトレードコーヒーを200円で販売。OC店FTシリーズ

の物販も行う。

フェアトレードに関心の高い若年層を中心に賑わいを見せたが、

他ブースに比べ注目度は低いように思われた。FT認知拡大の中

心的役割を果たせるよう次年度は工夫が必要と考えます。

1/2/5/8/12/13/16/17

フェアトレードイベント 開発目標



取り組み事例 補足資料①



取り組み事例 補足資料②



取り組み事例 補足資料③



取り組み事例 補足資料④

名古屋市環境局環境企画課に
ご了解いただき、左POPを作
成、店頭にて訴求しました。

これからも「労働環境」に配
慮したフェアトレードの啓蒙、
普及を加速させていきます。



お問い合わせ先

小川珈琲株式会社 名古屋オフィス

〒460-0002 
愛知県名古屋市中区丸の内2丁目1番37号 エスパシオ丸の内ビル4階
電話:052-211-7770

担当：浅田 敬太
E-mail：k-asada@oc-ogawa.co.jp

＊小川珈琲のSDGｓ取り組みをお知りになりたい方は、下記ご覧ください。

https://www.oc-ogawa.co.jp/sdgs/
小川珈琲 SDGｓ宣言 「一杯のコーヒーからできること」

http://#
http://#

